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発災からの10日間発災からの10日間
～石川県社協職員奮闘のキロク～石川県社協職員奮闘のキロク

1/1 （月）・16時10分発災（最大震度7）
・正規職員参集
・県社協職員の安否確認
　☞避難しており出勤できない職員もいた。
・市町社協へ情報収集
　☞各市町社協連絡担当者と電話がつながらなかった。
・社会福祉施設の被災状況把握（各種別協）
　☞連休明け頃まで連絡のとれない施設が多数あった

1/2 （火）・震度6以上の連絡の取れた七尾市、中能登町、　羽咋市、
　宝達志水町へ職員派遣
・水、食料、ガソリン給油等、訪問の準備
　☞ガソリン給油制限、水の購入制限があった。
・派遣者へ確認事項のレクチャー
・加賀市社協より、災害ボランティアセンター（以下災害VC）
　立上げ支援依頼があり、職員を派遣
・全社協職員派遣と災害ボランティア活動支援プロジェクト会議
　（支援 P）※1 の派遣を要請
・生活福祉資金特例貸付の準備
・被災施設の食料等支援ニーズに応えるため、金沢以南の
　高齢者施設に対し提供可能物資等を調査（老施協）
　☞金沢以南の施設も備蓄食料を使用していたため、被災地に届けられる量がなかった。

1/3 （水）・震源地に近い輪島市、穴水町、七尾市、志賀町へ職員派遣
　☞金沢と能登半島をつなぐ主要道路の通行止めにより、渋滞が発生。
　　　輪島市はたどり着けなかった
・ボランティア保険特例適応の準備
・義援金受付の準備開始
・東海北陸ブロック社協に応援職員の派遣の相談
・被災施設の利用者避難ニーズに応えるため、金沢以南の高齢者施設に対し、
　利用者の受入可能人数等を調査（老施協）
　☞後日、利用者受入調整窓口が県保健医療福祉調整本部に設置された。

1/4 （木）・県内で最初に加賀市災害VCが活動開始を決定
・珠洲市、輪島市、能登町は依然電話にて状況確認
　☞市町社協職員と連絡がつかず、安否確認もできない状況が続いた。

1/5 （金）・加賀市災害VC開設に向けた打ち合わせ

1/6 （土）・1.5次避難所の開設にあたり、石川県DWAT※2
　派遣の調整
・奥能登地域の高齢者施設利用者の一斉避難が始まり、
　受入調整コーディネーターとしてケアマネジャーを
　県保健医療福祉調整本部へ派遣（ケアマネ協）
　☞利用者の移送は、行方不明者の捜索と並行して行われたため、
　　緊急車両の使用が制限され、搬送に時間がかかった。

1/8 （月）・石川県県民ボランティアセンターとの情報共有会議
・1.5次避難が所開設され、石川県DWATを派遣
・高齢者施設等に対する支援体制会議への参加

1/9 （火）・各市町社協の支援担当者を決定。チームで支援する体制を職員間で共有
・オンラインで県内全市町（19市町）の情報共有会議を開催
・厚労省から、生活福祉資金特例貸付の実施について通知が発出
・全国老人福祉施設協議会DWAT※3 の派遣を要請（老施協）

1/10（水）・珠洲市、輪島市、能登町、中能登町、羽咋市、かほく市、津幡町に職員派遣
　☞ようやく県内のすべての市町社協を訪問することができたが、通行止め等による渋滞で、
　　 県社協に戻るまでに 6時間以上かかった職員も…
・種別を横断した会議を開催し、県社協部会協議会「福祉支援チーム」を立ち上げ
・1.5 次避難所キッズスペースに、保育士ボランティアを派遣（保育士会）
・オールこどもいしかわ被災地支援金と物資の募集開始（保育部会、日保協など）

※1　被災地主体のボランティア活動に寄与するため、平成16年10月の新潟県中越地震発生の後、平成17年1月に中央共同募金会に設置された、企業や社協、
　　　NPO、共同募金会が協働するネットワーク組織     
※2　災害発生後、被災地に入り一般避難所等の一次避難所で高齢者や障害者など要配慮者の支援を行う専門チームで、都道府県単位で設置されている。
※3　被災地域の高齢者施設において、施設利用者等の支援を行う専門チームで、全国老人福祉施設協議会が設置している会員相互支援の仕組み。

無事だろうか・・・
心配だ。

今までやった訓練
と全然ちが～う!! 明日からどうなる

んだろう・・・

まずは現地社協
職員の顔だけで
も見てくるぞー！

能登だけじゃな
くて、南加賀も
被害が～

災害ボランティアセンターが開設されたら、　 たくさんニーズが　 あがりそうだ・・・
被害、相当

大きいかも・・・

県内の社協だ
けでは対応でき
ないかも。

トイレ・・・
どうしょ～

1.5次避難所開設まで
時間がないっ!!!
被災者の生活と命を
守らなきゃ!

市町社協の職員さ
んから「来れ

たら早く来てほしい…
いつこれそ

 う？」といわれるけ
ど、なか

　なか応えられない
・・・

うーむ
もどかし～ぃ

　　利用者さんを早く
　安全な施設に避難させ
　てほしいのに、なかなか
　進まないッ　

市町社協を支えなければ。
でも、少しプレッシャー
　　だな。。。

一緒に
考えていこう。

やっと
行けた～。



4

社会福祉2024年 特別号

応援社協職員が
ボランティアバスで
来た活動者へ説明
を行います（輪島市）

ONE TEAM 復興に向け心は一つ（穴水町）

み
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ほ
こ
っ
て
い
ま
し

た
（
珠
洲
市
）

災害廃棄物を丁寧に仕分けします
（珠洲市）

災害VCで被災された方からの
ニーズを受け付けます（珠洲市）

県外からも心強い応援をうけて災害VCを
運営します（穴水町）

活動初日には多くのマスコミも訪れました（七尾市）

ボランティアの安全確保のため、
活動内容を確認します（羽咋市）

1人では持つことができない
ものも運搬してくれます
（宝達志水町）

オリエンテーションで災害VCのルールを
伝えます（中能登町）

ボランティアが壊
れたブロック塀

を運びます（津幡
町）

二次避難所でボラ
ンティアが食事を

ふるまいます（加賀
市）

R4水害のときの恩返しをと社協ネットワークで
取り組みます（小松市）

九谷焼カップでお茶飲んで、じんのびして
いくこっちゃいね～（能美市）

家電バンクで、避難されてきた方に少しでも安心を
（野 市々市）

被災施設からの移
送　自衛隊さんお

願いします

　　　　　　　
　　（老施協DW

AT）　

生活福祉資金（緊急
小口資金特例貸付）
の相談を受けています
（1.5次避難所）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
資
機
材
の
貸
し

出
し
を
し
ま
す
（
中
能
登
町
） 曽々 木海岸は輪島市と珠洲市をつなぎます

（輪島市）

災害VC＆ささえ愛
センターで住民とと

もに歩みます

（珠洲市）

地元住民も社協と共に災害たすけあいセンターのメンバーと
して活躍しています（輪島市）
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6PIN No.P13-0179

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。


